
6
月
の
管
理

ミ
カ
ン
は
、
生
理
落
果
期
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
時
期
に
病
害

虫
の
被
害
を
受
け
る
と
、
果
実
が
肥
大
し
た
と
き
に
大
き
な
被

害
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
着
果
量
に
応
じ
た
適
切
な
栽
培
管

理
と
病
害
虫
防
除
が
重
要
で
す
。

生
理
落
果

　
生
理
落
果
は
、
幼
果
と
新
梢
の
栄
養
分
の
奪
い
合
い
に
よ
っ

て
引
き
起
こ
さ
れ
ま
す
。
早
く
新
梢
を
緑
化
さ
せ
る
こ
と
が
、

生
理
落
果
の
抑
制
に
繋
が
り
ま
す
。

着
果
管
理

着
果
の
多
い
樹

　
樹
勢
の
維
持
や
連
年
結
実
を
目
的
に
、
生
理
落
果
終
期
よ
り

早
期
摘
果
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。
大
玉
に
な
り
や
す
い
品
種

は
、
樹
冠
上
部
摘
果
や
枝
別
全
摘
果
と
い
っ
た
部
分
的
な
摘
果

を
行
い
、
果
実
の
肥
大
を
抑
え
な
が
ら
来
年
の
結
果
母
枝
を
確

保
し
ま
す
。

着
果
の
少
な
い
樹

　
生
理
落
果
を
軽
減
す
る
た
め
に
新
梢
の
芽
か
き
や
摘
芯
、
発

育
枝
、
被
さ
り
枝
の
剪
除
を
行
い
、
着
果
数
の
確
保
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

葉
面
散
布

　
着
果
の
多
い
樹
は
樹
勢
維
持
や
回
復
に
、
着
果
の
少
な
い
樹

は
早
期
緑
化
に
よ
る
生
理
落
果
軽
減
を
目
的
に
、
尿
素
５
０
０

倍
を
５
～
７
日
置
き
に
3
回
程
度
散
布
し
ま
し
ょ
う
。

夏
肥

　
新
葉
が
緑
化
す
る
に
つ
れ
て
根
の
活
動
が
活
発
に
な
り
、
地

温
も
上
が
る
こ
と
で
、
吸
収
効
率
が
良
く
な
り
ま
す
。
今
後
、

品
質
向
上
に
向
け
て
、樹
に
ス
ト
レ
ス
を
か
け
る
の
で
、樹
勢
維

持
や
糖
酸
の
蓄
積
を
図
る
た
め
の
施
肥
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

・
青
島
温
州　
６
月
上
旬　
み
か
ん
化
成
１
号　
60
㎏
／
10
ａ

・
早
生
温
州　
５
月
下
旬

ダ
ブ
ル
ク
イ
ッ
ク
６
６
８　
40
㎏
／
10
ａ

病
害
虫
防
除

　
黒
点
病
は
、
防
除
後
30
日
を
経
過
す
る
か
累
積
降
雨
量
が
２

５
０
㎜
に
な
っ
た
時
点
で
、
再
防
除
し
て
く
だ
さ
い
。
害
虫
の
発

生
が
見
ら
れ
た
ら
、
殺
虫
剤
も
混
用
し
ま
し
ょ
う
。
管
内
の
降

雨
量
は
、
Ｊ
Ａ
お
お
い
が
わ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、伝
染
源
の
枯
れ
枝
の
除
去
も
行
い
ま
し
ょ
う
。
近
年
、

ゴ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
の
被
害
に
よ
る
樹
勢
の
低
下
や
枯
死
が
増

え
て
い
ま
す
。
一
般
的
に
６
月
中
旬
～
７
月
中
旬
が
成
虫
発
生

の
ピ
ー
ク
に
な
る
の
で
、
６
月
上
旬
に
モ
ス
ピ
ラ
ン
Ｓ
Ｌ
液
剤

な
ど
の
殺
虫
剤
を
株
元
に
散
布
し
、
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

6
月
上
旬

・
黒
点
病エム

ダ
イ
フ
ァ
ー
水
和
剤　
６
０
０
倍
（
60
日

－

2
回
）

・
チ
ャ
ノ
キ
イ
ロ
ア
ザ
ミ
ウ
マ
、
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
類

ア
ク
タ
ラ
顆
粒
水
溶
剤
２
０
０
０
倍
（
14
日

－

３
回
）

病
害
虫
防
除

水
管
理

　
田
植
え
直
後
は
や
や
深
水
に
し
、風
い
た
み
等
を
防
ぎ
ま
す
。

水
が
澄
ん
だ
ら
、
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
対
策
で
ス
ク
ミ
ノ
ン
を

２
～
４
㎏
／
10
ａ
施
用
し
ま
す
。翌
日
か
ら
は
活
着
を
良
く
し
、

茎
数
の
増
加
を
助
け
る
た
め
、基
本
的
に
浅
水
で
管
理
し
ま
す
。

除
草
剤
は
、
深
水
に
し
て
か
ら
施
用
し
、
７
日
間
は
止
め
水
管

理
と
し
ま
す
。
た
だ
し
、
瀬
が
出
て
し
ま
う
よ
う
な
ら
水
を
入

れ
ま
し
ょ
う
。
田
植
え
２
～
３
週
間
後
に
、
半
日
～
１
日
水
を

落
と
し
て
ガ
ス
抜
き
を
行
い
、
健
全
な
根
を
増
や
し
ま
す
。
ガ

ス
の
発
生
が
多
い
水
田
は
、ガ
ス
抜
き
を
繰
り
返
し
ま
し
ょ
う
。

除
草
剤

①
体
系
処
理

代
か
き
時
に
、
サ
キ
ド
リ
Ｅ
Ｗ
ま
た
は
、
エ
リ
ジ
ャ
ン
ジ
ャ

ン
ボ
を
使
用
し
た
場
合
は
、
田
植
え
後
15
日
頃
に
ア
ク
シ
ズ
Ｍ

Ｘ
粒
剤
ま
た
は
、
テ
ッ
ケ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
を
散
布
し
ま
す
。

②
初
・
中
期
剤

・
粒
剤
散
布

機
械
散
布
や
散
粒
機
、
手
ま
き
に
対
応
し
、
水
深
は
3
～
5

㎝
を
目
安
に
施
用
し
ま
す
。
田
植
え
後
、
イ
ネ
キ
ン
グ
粒
剤
か

カ
チ
ボ
シ
粒
剤
ま
た
は
、パ
ワ
ー
ウ
ル
フ
粒
剤
を
散
布
し
ま
す
。

・
ジ
ャ
ン
ボ
剤

畦
畔
か
ら
投
げ
込
む
だ
け
の
省
力
的
な
除
草
剤
で
、
水
深
は

5
～
7
㎝
を
目
安
に
施
用
し
ま
す
。
ガ
ン
ガ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
は
田

植
え
3
日
後
以
降
に
、
銀
河
ジ
ャ
ン
ボ
は
田
植
え
5
日
後
以
降

に
散
布
し
ま
す
。

③
後
期
剤

ノ
ビ
エ
5
葉
期
ま
で
効
果
の
あ
る
ク
リ
ン
チ
ャ
ー
バ
ス
Ｍ
Ｅ

液
剤
ま
た
は
、
7
葉
期
ま
で
効
果
の
あ
る
新
剤
の
ト
ド
メ
Ｍ
Ｆ

乳
剤
を
中
干
し
期
に
散
布
し
ま
す
。
散
布
後
の
晴
天
が
続
く
日

を
選
ん
で
散
布
す
る
と
取
り
こ
ぼ
し
の
ヒ
エ
や
多
年
生
雑
草
に

効
果
が
あ
り
ま
す
。

果
樹
林
産
セ
ン
タ
ー
　
小
栁

果
樹
林
産
セ
ン
タ
ー
　
小
栁
博
明
博
明

 商品名 使用時期 効果

カチボシ粒剤51
１キロ粒剤

田植時〜
ヒエ2.5葉期

土壌吸着効果によるヒエ長期残効
で高い効果。白化剤とSU剤によっ
て難防除雑草にも高い効果 

パワーウルフ
１キロ粒剤

田植時～
ヒエ2.5葉期

特にホタルイに高い効果。安価で
非常に高いコストパフォーマンス

ガンガンジャンボ
250ｇ（10パック）

田植後3日後～
ヒエ2.5葉期まで

低コストな投込式の省力型初中期
一発除草剤。２成分で高い効果

銀河ジャンボ
400ｇ

（10パック）
田植5日後～ 
ヒエ3葉期まで

ヒエ長期残効効果、新規SU剤で
抵抗性雑草にも高い効果。クログ
ワイ塊茎形成抑制する省力型初中
期一発除草剤

クリンチャーバス
ME液剤
500㎖

田植15日後～
ヒエ5葉期まで

前処理での取りこぼしや後発生の
雑草防除に使用する中後期除草
剤。多年生雑草、SU抵抗性の雑
草にも高い効果

トドメＭＦ乳剤
200㎖

田植14日後～
ヒエ7葉期まで

髙葉齢のノビエに高い効果。バサ
グラン液剤との混用で、広葉雑草
も同時対処可能

※農薬のラベルを必ず確認し適正に使用してください。

田
植
え
後
の
管
理

島
田
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
　
金
子

島
田
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
　
金
子
達
格
達
格

ア グ リ ワ ー ク ポ イ ン ト


